
合同総研

新・公益法人制度コンサル
体制移行～構築をサポート

各
種
コ
ン
サ
ル
テ

ィ
ン
グ
の
�株
合
同
総

研
（
中
区
大
手
町
五

丁
目
一
七
―
一
三
、

田
中
雅
彦
社
長
）
と

グ
ル
ー
プ
の
篠
原
税

理
士
事
務
所（
同
所
、

篠
原
喜
八
郎
所
長
）

は
、
０
８
年
１２
月
の

公
益
法
人
制
度
改
定

を
受
け
、
２
月
か
ら

「
公
益
法
人
制
度
改

革
対
応
支
援
サ
ー
ビ

ス
」
を
始
め
る
。

県
内
四
六
七
の
公

益
法
人
（
現
、
特
例

民
法
法
人
）
は
、
税

制
優
遇
が
大
き
い
代
わ
り
に
運
営
基
準
が

厳
格
な「
公
益
社
団
・
財
団
法
人
」、
ま
た

は
、
こ
れ
に
比
べ
公
共
性
の
程
度
や
範
囲

が
限
定
的
で
運
営
し
や
す
い
「
一
般
社
団

・
財
団
法
人
」
へ
移
行
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
１
３
年
１１
月
末
ま
で
に
、
国
あ
る

い
は
都
道
府
県
か
ら
認
定
・
認
可
さ
れ
な

け
れ
ば
公
益
法
人
の
解
散
と
な
る
。

新
サ
ー
ビ
ス
で
は
、
依
頼
主
の
詳
細
な

現
状
分
析
を
基
に
、
公
益
か
一
般
の
ど
ち

ら
に
合
致
す
る
か
を
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
。

事
業
計
画
書
や
財
務
諸
表
、
新
制
度
の
特

殊
な
書
類
の
作
成
ほ
か
、
定
款
変
更
、
申

請
書
提
出
の
手
続
き
、
認
定
後
の
登
記
、

実
地
調
査
の
立
ち
会
い
、
移
行
後
の
組
織

に
適
し
た
会
計
シ
ス
テ
ム
の
導
入
・
運
用

や
税
務
支
援
ま
で
、
総
合
的
に
サ
ポ
ー
ト

す
る
。
ス
タ
ッ
フ
四
人
で
始
め
、
需
要
を

見
な
が
ら
拡
充
す
る
。１
月
２６
日
時
点
で
、

県
内
で
の
移
行
申
請
届
け
出
は
な
い
。

２
月
１３
日
午
後
１
時
半
か
ら
県
情
報
プ

ラ
ザ
で
初
め
て
セ
ミ
ナ
ー
を
開
き
、
制
度

の
概
要
や
移
行
の
手
順
な
ど
を
説
明
。
移

行
の
準
備
か
ら
審
査
、
認
定
ま
で
に
長
期

間
を
要
す
る
た
め
、早
期
の
対
策
を
呼
び
掛

け
て
い
く
。ま
た
、新
制
度
で
は
、企
業
の
Ｏ

Ｂ
会
や
大
学
の
同
窓
会
な
ど
も
一
般
社
団

・
財
団
法
人
を
設
立
で
き
る
よ
う
に
な
り
、

法
人
名
義
の
銀
行
口
座
の
取
得
な
ど
で
運

営
費
管
理
な
ど
が
し
や
す
く
な
る
と
い
う
。

フ
ァ
ー
ス
ト
ボ
イ
ス

就
活
塾
を
開
講

就
職
や
社
内
研
修
支
援
の
�株
フ
ァ
ー
ス

ト
ボ
イ
ス
（
南
区
宇
品
西
五
丁
目
一
一
―

一
、
鳴
石
し
の
ぶ
社
長
）
は
、
県
内
の
学

生
向
け
に
就
職
活
動
を
支
援
す
る
「
就
活

塾
」
を
無
料
開
講
し
た
。

経
済
悪
化
で
就
職
活
動
に
不
安
を
感
じ

る
学
生
を
支
援
す
る
。
採
用
試
験
で
行
わ

れ
る
面
談
や
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
、
グ
ル

ー
プ
ワ
ー
ク
、
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
を
使
っ

た
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
を
指
導
。

エ
ン
ト
リ
ー
シ
ー
ト
の
作
成
な
ど
は
個
別

対
応
す
る
。
毎
月
一
〜
二
回
ペ
ー
ス
で
開

き
、
今
春
に
は
福
岡
で
も
開
講
を
予
定
。

同
社
は
採
用
の
筆
記
試
験
対
策
や
社
会
人

マ
ナ
ー
な
ど
の
講
師
を
大
学
に
派
遣
す
る
。

中
小
企
業
向
け
に
は
新
入
社
員
や
管
理
職

の
研
修
、
パ
ソ
コ
ン
、
簿
記
の
指
導
な
ど

を
行
っ
て
い
る
。

甲
状
腺
疾
患
は
、

ホ
ル
モ
ン
の
異
常

を
来
す
病
気
の
中

で
最
も
頻
度
が
高

い
も
の
で
す
。
今

回
は
甲
状
腺
機
能
の
低
下
す
る
病
気
の
代

表
で
あ
る
橋
本
病
に
つ
い
て
述
べ
ま
す
。

橋
本
病
は
正
確
に
は
慢
性
甲
状
腺
炎
と

呼
ば
れ
ま
す
。
女
性
は
男
性
の
二
〇
倍
多

く
、三
〇
人
に
一
人
に
み
ら
れ
る
と
さ
れ
、

特
に
四
〇
歳
以
上
で
増
加
す
る
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
。
甲
状
腺
組
織
に
対
す
る
抗
体

が
出
現
し
、
甲
状
腺
の
組
織
に
作
用
す
る

結
果
、
徐
々
に
機
能
の
低
下
を
来
す
病
気

で
す
。

自
覚
症
状
と
し
て
甲
状
腺
の
腫
れ
の
ほ

か
、
寒
が
り
、
体
重
増
加
、
疲
れ
や
す
さ
、

む
く
み
、
便
秘
な
ど
の
症
状
が
み
ら
れ
ま

す
。
個
々
の
症
状
に
特
徴
的
な
も
の
が
少

な
い
の
で
、
発
見
の
た
め
に
は
こ
の
病
気

を
念
頭
に
置
く
こ
と
が
重
要
で
す
。
甲
状

腺
を
触
診
す
る
と
、
バ
セ
ド
ウ
病
と
比
較

し
硬
い
甲
状
腺
を
触
れ
る
の
が
特
徴
で
す
。

血
液
検
査
で
甲
状
腺
ホ
ル
モ
ン
の
低
下
と

と
も
に
、
甲
状
腺
に
対
す
る
抗
体
が
検
出

さ
れ
ま
す
。
超
音
波
検
査
で
は
甲
状
腺
の

全
体
的
な
腫
大
が
あ
り
、
表
面
に
凹
凸
不

正
を
認
め
ま
す
。病
気
が
進
行
し
た
結
果
、

逆
に
甲
状
腺
が
萎
縮
し
て
い
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
検
診
で
総
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
、

Ｌ
Ｄ
Ｌ
（
悪
玉
）
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
の
上

昇
な
ど
の
所
見
が
、
し
ば
し
ば
発
見
の
契

機
と
な
り
ま
す
。
重
症
例
で
は
筋
肉
の
酵

素
（
Ｃ
Ｐ
Ｋ
）
が
上
昇
し
た
り
、
肝
機
能

異
常
が
み
ら
れ
た
り
す
る
の
で
す
が
、
最

近
は
こ
こ
ま
で
放
置
さ
れ
る
例
は
少
な
く

な
り
ま
し
た
。

治
療
は
甲
状
腺
ホ
ル
モ
ン
の
内
服
を
行

い
ま
す
。
こ
の
お
薬
の
副
作
用
は
、
非
常

に
少
な
い
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
食
事
の
内

容
に
つ
い
て
、
あ
ま
り
気
に
さ
れ
る
必
要

は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
ヨ
ー
ド
の
大
量
摂
取

（
根
昆
布
な
ど
）
は
避
け
た
ほ
う
が
良
い

で
し
ょ
う
。
う
が
い
（
イ
ソ
ジ
ン
な
ど
）

も
通
常
の
回
数
程
度
で
し
た
ら
構
い
ま
せ

ん
。
こ
の
病
気
が
遺
伝
す
る
か
ど
う
か
で

す
が
、
家
族
内
で
発
生
し
や
す
い
傾
向
は

あ
る
よ
う
で
す
。

良
性
の
病
気
で
あ
る
橋
本
病
で
す
が
、

ま
れ
に
リ
ン
パ
腫
が
合
併
す
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
の
で
、
甲
状
腺
の
部
分
的
な
腫
れ

が
急
に
強
く
な
っ
た
と
き
は
受
診
し
て
下

さ
い
。
症
状
が
軽
く
な
る
と
治
療
を
中
断

し
が
ち
で
す
が
、
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
の
上

昇
は
動
脈
硬
化
を
進
め

る
こ
と
、
ま
た
甲
状
腺

機
能
低
下
と
認
知
症
の

関
係
も
注
目
さ
れ
て
い

る
の
で
、治
療
を
継
続
す

る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

甲
状
腺
の
病
気
に
つ
い
て
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